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【資
料
紹
介
】
地
方
資
産
家
に
よ
る
関
東
州
塩
田
経
営

『
村
井
家
文
書
』
の
関
東
州
塩
田
関
係
史
料
に
関
す
る
覚
書

伊

藤

昭

弘

は
じ
め
に

本
稿
は
、
山

口
県
周
南
市
櫛

ヶ
浜

の
村
井
家

に
伝
来
し
た

『
村
井
家
文
書
』

(二

〇
〇
四
年

一
二
月
、
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料

セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
)

の
う
ち
、
日
露

戦
争
後
、
日
本
の
統
治
下
に
入

っ
た
中
国
関
東
州

に
お
け
る
、
塩
業
に
関
す
る
史
料

に

つ
い
て
、
若
干
の
分
析
を
行
う
。
現
在

『村
井
家
文
書
』
は
未
整
理
の
状
態
だ
が
、

塩
業
関
係
史
料
を
一
括
し
た
も
の
が
発
見
さ
れ
た
。
本
稿

で
の
検
討
は
、
そ
の

一
括

史
料
に
限

っ
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た

い
。

村
井
家
は
、
近
世
以
来
櫛

ヶ
浜
に
お
い
て
、
酒
造
業
を
営
ん
だ
家
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
日
露
戦
後
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
関
東
州
に
進
出
し
、
家
業
と
は
無
縁
の
塩
業

に
参
入
し
た
。
山
口
県
で
も
近
世
以
来
塩
業
が
盛
ん
で
あ

っ
た
が
、
同
家
は
県
内
に

お
い
て
、
塩
業
に
関
わ

っ
た
形
跡
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

今
後
、
『村
井
家
文
書
』
の
整
理

・
研
究
が
進
み
、
村
井
家
が
関
東
州

へ
進
出
し
た

動
機
、
関
東
州
で
の
事
業
展
開
、
製
塩
事
業
の
状
況
な
ど
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
全

国
で
も
珍
し
い
、
地
方
資
産
家

に
よ
る

(そ
れ

も
、
日
露
戦
後
と
い
う
早
い
時
期

の
)
大
陸
進
出
の
、
貴
重
な
事
例
と
な
る
だ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
足
が
か
り
と
し
て
、

『
村
井
家
文
書
』
中
の
塩
業
関
係
史
料

の

一
部
を
検
討
し
た
い
。

な
お
、
本
稿

の
う
ち
村
井
家

の
家
系
や
人
物
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
村
井
家
現
当

主
洋

一
氏
の
ご
教
示
、
及
び
氏
作
成

の
H
P

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
e
o
c
i
t
i
e
s
.
j
p
/
k
i
e
m
o
n

2
0
0
/

)
を
参
考
に
し
て
い
る
。

村
井
家
の
略
歴
と
『
村
井
家
文
書
』

ま
ず
村
井
家
の
略
歴
を
、
系
図
に
従

っ
て
説
明
し
た
い
。
山
本
弥
兵
衛
は
、
富
田

古
市

の
村
井
家
か
ら
山
本
家

へ
養
子
と
し
て
入
っ
た
。
そ
の
た
め
弥
兵
衛
の
男
子
四

人
の
う
ち
、
山
本
家
を
継
い
だ
ひ
と
り
以
外
は
村
井
姓
を
名
乗

っ
た
。
そ
の
う
ち
喜

右
衛
門
は
、
安
永
八
年
以
降
長
崎
香
焼
島
に
出
漁
し
て
い
た
が
、
寛
政

一
一
年
、
長

崎
湾
で
沈
没
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船

エ
リ
ザ
号
の
サ
ル
ベ
ー
ジ
に
成
功
し
た
こ
と
で
有
名

な
人
物
で
あ
る
。
喜
右
衛
門
の
弟
亀
次
郎
は
当
初
男
子
を
得
ず
、
そ
の
た
め
岸
田
家

か
ら
市
左
衛
門
を
養
子
と
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
五
良
衛
門
が
誕
生
し
た
た
め
、
市
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図

み

系

の

家
物

家

人

井

要

村
主(

山
本
弥
兵
衛

(～
寛
政
9
)

10
代

岸

田
福

松

(～

文
政

11
)

村
井
喜
右
衛
門

(～
文
化
元
)

村
井
亀
次
郎

(～
天
保

6
)

市
左
衛
門

五
良
衛
門

(～
明
治

元
)
1

道
之
助

-

七
之
助

市
左
衛
門

(～
文
久

3
)
1

吉
右
衛
門

(～
明
治

20
)

茂
左
衛
門
(～
安
政

3
)
1

市
兵
衛

(～
明
治
2
)
ー

市
平

(～
大
正

11
)
ー

健
作

左
衛
門
は
分
家
し
て
酒
造
業
を
営
ん
だ

(屋
号
酒
屋
)
。
『村
井
家
文
書
』
は
、
こ
の

村
井
市
左
衛
門
家
に
伝
来
し
た
史
料
で
あ
る
。

近
世
以
来
村
井
家
は
、
酒
造
業
を
家

業
と
し
た
が
、
概
観
し
た
限
り
で
は
、
ほ
ぼ
す

べ
て
が
明
治
以
降

の
史
料

で
あ
り
、

か

つ
帳
簿

・
書
冊
類
は
僅
か
で
、
ほ
と
ん
ど
が
書
簡
な
ど

一
紙
類
で
あ
る
。

今
回
調
査
し
た
史
料
は
、

「明
治
三
十
八
年

巳
冬
よ
り

大
連
市
日
清
商
会
関
ス

ル
井

二
塩
田
業
関

ス
ル
等
種

々
書
類
入

村
井
市
郎
」
(以
下

「袋

A
」、
写
真

1
)
、

及
び

「明
治
四
十
弐
年
酉
四
月
よ
り

大
連
塩

田
事
業
書
類
入

村
井
盤
桓
堂
」
(以

下

「袋
B
」、
写
真

2
)
と
表
書

の
あ
る
、
ふ
た

つ
の
袋
に

一
括
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

(表
1
)。

い
く

つ
か
の
混
在
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
袋
A
は
、
関
東
州
進
出

・
塩
田

事
業

へ
の
参
入
か
ら
最
初
の
挫
折

・
塩
田
事
業

の
再
開
ま
で
、
袋
B
は
再
開
後
の
塩

田
事
業

の
展
開
が
わ
か
る
史
料
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
ふ
た

つ
の
袋
以
外
に
も
、
塩
業
関
係

の
綴
や
書
簡
な
ど
、
「塩
田
」
と

マ

ジ

ッ
ク
書
さ
れ
た
段
ボ
ー
ル
に
納
め
ら
れ
た
史
料
が
あ
る
も
の
の
、
今
回
は
整
理
ま

で
至
ら
な
か

っ
た
。
本
文
中
、
引
用
史
料
に
付

し
た
番
号
は
、
表
1
に
対
応
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
村
井
家
文
書
の
調
査
は
未
だ
本
格
的
に
は
着
手
し
て
い
な
い
状
況
で

あ
り
、
表

1
の
史
料
番
号
は
、
本
稿
作
成
に
あ
た

っ
て

一
時
的
に
付
し
た
も

の
で
あ

る
。

袋B「 明治四十弐年酉四月よ

り 大連塩田事業書類入 村

井盤桓堂」

写真1袋A「 明治三十八年巳冬より

大連市 日清商会関スル井二 写真2

塩田業関スル等種々書類入

村井市郎」

市
郎

(～

大

正

10
)
1

文
太

(～

大

正

4
)

市
孝

(～
大
正

8
)
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表1

袋A「明治三十八年 巳冬より 大連市 日清商会関スル井塩田関スル等種々書類入 村井市郎」

仮番号1 2 34 表題 年月 日 差 出一→宛 内容 形態

1
(塩田ほか大連事業関係書類・裁判書類
など 一括)

1-1～15は袋に一括、袋上書「明治三十九年丙午八R一
日元四十年未六月末限借用証書 村井七之助殿 河村博
亮殿 村井文太」

1 (書簡〉 Ni39.12.30 大連市東郷町2丁目 日清商会 村
井七之助→太華村 村井市郎

商会貸金の事、大根粕漬販売の事 状(封筒入)

2 領収書 M43.9
太華村 村井文太→徳山区裁判所
執達吏佐々木誠

河村博亮債務関係 状

3 領収書 M43.9
太華村 村井文太→徳山区裁判所
執達吏佐々木誠

河村博亮債務関係 状

4 記 河村博亮へ貸付金書上 状

5 証人呼出状 M43.12.22
山口地方裁判所→大華村 村井文
太

貸金請求事件に関し有馬健作・市川勇輔証人として出頭
の事

状

6 (村井文太ほか2名借用証書一括) 1-6-1～2は 紙繕紐 にて一綴のうえ封筒に収める

1 借用証書 M39.8.1
太華村 村井七之助、室積町 河村
博亮、太華村 村井文太→村井市郎

金6879円借用、大連事業財産を引当 状

2 延期証書 M41.4.25 村井七之助・村井文太→村井市郎 元利8121円 返済 延期 状

7 借用証 M38.10.13 借主河村博亮、保証人市川勇輔一→
貸主村井文太

金1000円 借 用、控 状(封筒入)

8 (村井七之助担保差入書類一括) 1-8-1～2は 封筒 に一括

1 担保品差入証書 M41.4.22 村井七之助→村井市郎 M39借 用金の担保として満州水産株式130株差入 状

2 承諾証書 村井七之助→ 質入の件承諾 状

9 規約書 M38.10 村井七之助・河村博亮・村井文太→ 日清商会規約 冊(封筒入)

10 (裁判関係書類一括) 1-10-1～2は 封筒に一括

1 判決 NI44.1,9 山口地方裁判所→ 原告有馬健作、被告市川勇輔の裁判判決 冊

2 執行委任二付請求物件員数届 M43.8.15 村井文太→ 債務者河村博亮に対する請求額書上 状

11 (のぶ宛村井文太書簡など一括) 1-ll-1～2は 封筒に 一括

1 (書簡) M40.6.12 大連 村井文太→のぶ
塩田許可取消・再許可・開設着手の事、岸田健作渡連の
事、河村・村井七之助を非難

状

2 (電報) 村井市郎宛3通 状(3通)

12 (許可書) M39.5.17
関東州民政署民政長官石塚英蔵→
太華村 村井文太

北沙河口台山前に塩田開設許可 状

13 契約証 M40,6.25
村井文太、村井七之助、立会者島田
代吉、内山福太郎→

関東州北沙河口塩田開設に関する契約 冊

14 (封筒)
上書「明治四十三年十月十日河村博亮へ貸渡金債券譲
渡二付此度有馬健作へ約束手形井二証書領収書入」

封筒

15 (封筒)
上書「四十年六月塩田開設二付村井七之助・同文太約定
書入」

封筒

2 (塩田関係書簡など.一括)
2-1、2は袋に一括、袋上書「大連事業貸金井塩田事業二
関スル必用証書数通入 村井盤桓堂」

1 〔電報) 村井文太・市郎宛5通 状(5通 〉

2 (塩田関係書簡・書類一括)

1 (塩田関係計算書一括)
貸借対照表、工事 費、採塩費、預金 、…時 取替払 、一・ヶ月

支出
冊

2 (書簡〉 .8.16 村井市郎→村井七之助、岸田健作 新宅東作仕組の事、河村博亮へ貸金の事ほか 状

3 (書簡) .8. 村井市郎→中村徳三郎 新宅東作・村井七之助へ貸金の事 状

4 (記) 東作一→本家様 金員計算の表、詳細不明 状(封筒入)

5 (書簡) ～14L7.27
大連
郎

村井七之助→太華村 村井市 水産組合の事、塩田工事長期化の事、羽嶋湾塩田取調の
事

状(封筒入)

6 (書簡) .7.28 大連 岸田健作→老翁(村井市郎) 島田氏訪問の事、貌子窩塩田視察の事 状

7 (書簡) M41.7.29 大連 岸田健作→太華村 村井市郎 明朝貌子窩塩田視察の事 葉書

8 (書簡) 旧6.20 岸井市平→村井市郎 塩田の件都合宜しき旨を祝す 状(封筒入)

9 (書簡〉 .7.22 重村積平→大連 村井市郎 家族の無事を伝える 葉書

10 満洲日日新聞 第327号 M41.9.24 新聞紙

11 関東都督府府報 第288号 M41.8.4 関東都督子爵大島義昌→ 遠洋出漁船保護などを口実とした不法行為を禁止 状

12 (書簡) M41.8,20 大連 内山福太郎→太華村 村井文太 御尊父様渡連の事、御地稲作情況問い合わせの事 状(封筒入)

13 (書簡) .9.19 現場 岸田健作→老翁(村井市郎) 塩田工事・採塩の状況、諸費用の書上や天気記録あり 状(封筒入)

14 (在大連村井市郎宛書簡一括) 2-1-14-1～4は 封筒一括

1 (書簡) .7.22 村井文太→村井市郎
東作より村井七之助へ貸渡金について、魚市場株券担保
差入や農耕銀行配当金の事など

状

2 (書簡) .7.22 村井文太→村井市郎 塩田工事竣工の事、採塩見込の事、諸費用の事 状

3 (書簡) .7,22 のぶ→村井市郎 近況報告 状

4 (書簡) .7.21 村井文太→村井市郎 村井七之助の件について 状

袋B「明治四十弐年酉四月より 大連塩田事業書類入 村井盤桓堂」

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

日

12

E3

14

1

(書簡)

(通達)

(報告)

積入御案内

(報告)

(書簡)

(電報一括)

(書簡 〉

(書簡)

(書簡)

(書簡)

(書簡)

(書簡)

(塩田関係書類一括)

委任状(控)

M42.5.14

M42.5.28

M42.4.29

M42.5.4

M42.5.9

M42.4.10

M42.5.

M41.10.31

M4LlO.23

、t42.5.10

M42.5.4

㌧142.4.16

M42.5.12

M42.4.10

(大連)岸 田健作→櫛ヶ浜 村井文太

都濃郡役所→(太華村)都濃郡酒造
組合組長村井文太

大連 村井塩田部→櫛ヶ浜 村井市
老

下関東南部町商船会社前 柏長本
店同漕部→櫛ヶ浜 村井市郎

大連 村井塩田部→櫛ヶ浜 村井市
老

在下関駅前嶋屋旅館内 岸田健作
一・太華村 村井市郎

〔大連か)→ 村井文太 ・市郎

大連 岸田健作→太華村 村井市郎

大連 岸田健作→太華村 村井文太

大連
文太

岸田健作一→下宇野令村 村井

大連 岸田健作→櫛ヶ浜 村井市郎

大連 岸田健作→太華村 村井市郎

大連 岸田健作一→櫛ケ浜 村井市郎

太華村 村井文太→

山ロー件保釈の事

第M共 進会出品の事

大連の気温 ・風向き、収支など

水車1組大連向け

大連の気温・風向き

天草丸乗船の事

到着など通知

大連の天候、塩田の作業状況など
「村長1との共同経営に関する意見か

設備など塩田の状況について

採塩にむけての準備や塩田の問題点など

採塩にむけての地盤改良や現地人雇用など

魚市場新株券郵送の事、村井洋行塩業部と改名の事

i4-1～8は 封筒一一括

大連塩田事業を岸田健作に委任

状(封筒入)

状(封筒入)

葉書

葉書

葉書

葉書

電報

状(封筒入)

状(封筒入)

状(封筒入)

状(封筒入)

状(封筒入)

状(封筒入)

状
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状塩田工事費621円 余受取岸田健作一→村井市郎Xl打.」210記2

状塩田仕人金loo円 受取岸田健作一村井市郎N日2.19領収証3

状591円 余受取加藤儀平 ・森生幸信一・岸 田{建f乍MILI2.15領収証1

状(綴)櫛ヶ浜郵便局長心得浅田孝&郎M且.12(通常為替金受領証書綴ナ5

状岸田→ 加藤 ・森生への郵 便物M打.12郵便物受領証6

状西部塩 田結晶池3付 、北部同4付 、計921円 余M42、329(明治12年 塩 田工事予 算〉7

状送金の件岸田健作→加藤儀平・森生幸信、・!1Ll2.9曙 簡}8

電報(封筒
入)

送金願大連 →櫛ヶ浜 村井市郎5.13(電報)15

状(封筒入)
郵便受領証など同封、塩田の作業状況、金銭出納明細表
など

大連 岸田健作→櫛ナ浜 村井市郎、142.1.30(書簡)16

状(封筒入)塩田修理の事大連 岸田健作一→櫛ヶ浜 村井市郎V42,4.24(書簡)j7

葉書

状

大連 の気温 ・風向き、収支など

徳山からの旅費、郵便費、塩田苫力賃など

大連 村井塩田部→櫛ヶ浜 村井市
郎

(岸田)→

[{42.5.5

M42.4

(報告)

(支出明細)

18

19

20-1、2は 封筒一括(本す井市郎宛岸 田1建作書簡 す舌)20

状石捧10本送付願大連 岸田健作→櫛ヶ浜 村井市郎M42.4.20(書簡〉1

状第1、2塩田塩水汲み上げなど作業状況大連 岸田健作→櫛ヶ浜 村井市郎M12.1.21膚簡)2

状(封筒入)

状(封 筒入)

差押供諾金の事、塩田工事の事ほか

仮差押事件の事、塩田開築の事ほか

大連 村井七之助→太華村 村井文
太
大連 村井七之助→太華村 村井文
太

8.16

(書簡)

膚簡

21

22

状(封筒入)塩田地盤入替の事ほか大連 岸田健作→櫛ヶ浜 村井市郎M42.6ユ5(書簡)23i

封筒中身なし
大連 村井洋行営業部→櫛ヶ浜 村
井文太

M42.6.12(封筒)21

葉書結晶地度数、天候など→櫛ヶ浜 村井文太M42.7.7(報告)25i

26-1、2は 封筒 一括(製塩関係書類一括)26

状M42.6.30
第四回請求金額 六月分事務所費用井
備品

1

状(綴)(塩田潮水度数表)2

二

関
東
州
塩
業

に
つ
い
て

南
満
州
鉄
道
庶
務

部
調
査
課
が
作
成
し

た

『
満

鉄

調

査

資

料
』
第
五

一
編
と
し

て
、
関
東
州
塩
業
に

関
す
る

『
我
が
国
に

於
け
る
塩
の
需
給
と

関
東
州
の
塩
業
』
と

い
う
、
極
め
て
精
細

な
調
査
報
告
書
が
残

さ
れ
て
い
る

(以
下

『
関

東

州

の
塩

業
』

と
略
記
)
。
こ

こ
で

は
同
書
の
記
述
を
参

考
に
、
関
東
州
塩
業

の
概

略

を

述

べ
、

『
村
井
家

文
書
』
分

析

の
前
提
と
し
た
い
。

な
お
同
書
に
基
づ
い

た
研
究
と

し
て
は
、

渡
辺
淳

「外
地
塩
業
と
日
本
塩
業
」

(『
日
本
塩
業
大
系
』
近
代

(稿
)
、

一
九
八
二

年
)
が
あ
る

(同
論
文
は
、
台
湾

・
青
島

・
朝
鮮
塩
業
も
検
討
さ
れ
て
い
る
)。
本
稿

で
は
、
『
村
井
家
文
書
』
分
析

の
前
提
と
し
て
、
渡
辺
論
文
と
重
複
す
る
内
容
も
敢
え

て
提
示
し
て
い
る
。

関
東
州
塩
田
は
天
日
製
塩

(晒
塩
法
と
も
)
で
あ
り
、
煎
熱
法

(海
水
を
濃
縮
し

た
鹹
水
を
煮
沸
し
て
塩
を
採
取
)

の
内
地
塩
田
に
比
べ
、
労
働
力

・
燃
料
な
ど

コ
ス

ト
面
で
圧
倒
的
に
優
位
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
同
州
が
日
本

の
統
治
下
に
置
か
れ
る

と
、
日
本
人
の
塩
田
開
設
希
望
者
が
多
数
現
れ
た
。

明
治
三
九
年
三
月
二
三
日
、
関
東
州
民
政
署
は
署
令
第
八
号
関
東
州
塩

田
規
則
、

及
び
第
九
号
塩
田
規
則
施
行
細
則
を
公
布

・
施
行
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
在
来
塩
田

(中
国
人
経
営
)

の
整
理

・
新
規
塩

田
開
設
者

の
選
定
が
主
で
あ

っ
た
。
う
ち
日
本

人
が
関
わ
る
新
規
塩
田
開
設
に
つ
い
て
は
、
三
八
年
八
月
の
民
政
施
行
以
降
、
三
九

年
末
ま
で
に
五
五
件
も
の
出
願
が
あ

っ
た
と

い
う
。
民
政
署
は
基
本
的
に
大
規
模
経

営
が
可
能
な
者
を
選
定

・
許
可
す
る
方
針
で
、
当
初
開
設
許
可
を
得
た
の
は
日
本
食

塩

コ
ー
ク
ス
株
式
会
社
な
ど
四
会
社
と
、
村
井
文
太

・
志
岐
信
太
郎

の
二
個
人
で

あ

っ
た
。

し
か
し
日
本
人
塩
田
の
経
営
は
難
航
し
、
大
正
五
年
に
は
日
本
人
塩
田
の
全

て
が

大
日
本
塩
業
株
式
会
社

(日
本
食
塩

コ
ー
ク
ス
株
式
会
社
が
明
治
四

一
年
に
改
称
)

に
統
合
さ
れ
た
。
そ
の
後
関
東
州
塩
は
、

一
時
日
本
の
統
治
下
に
あ

っ
た
青
島
産
の

塩
に
押
さ
れ
た
時
期
が
あ

っ
た
も
の
の
、
主
に
内
地

・
朝
鮮

へ
移
出
さ
れ
、
専
売
制

下
の
日
本
塩
業
に
お
い
て
、
台
湾
塩
と
と
も
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

天
日
塩

田
は
、
海
浜
の
干
潟
地
に
開
設
さ
れ
、
周
囲
に
堤
防
を
築
き
、
内
部
に
海

水
を
引
き
入
れ
る
点
で
は
、
内
地
、
特
に
瀬
戸
内
塩

田
の
入
浜
式
塩
田
と
同
じ
で
あ

る
。
し
か
し
入
浜
式
塩
田
の
地
場
は
、
そ
の
全
体
が
表
面
の
砂
に
塩
分
を
付
着
さ
せ
、

一86一



高
濃
度

の
鹹
水
採
取
に
使
わ
れ
る
が
、
天
日
塩

田
の
場
合
に
は
、
大
き
く
貯
水
池

・

蒸
発
池

・
結
晶
池
に
分
割
さ
れ
た

(図
参
照
)
。

こ
の
三
種
類

の
池
を
設
置
し
て
、

ひ
と
つ
の
塩
田

(「付
」
と
数
え
る
)
と
な
る
。

面
積
は
塩
田
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、

一
付
あ
た
り
二
町
程
度

か
ら
四
、
五
〇
町
ま
で

幅
が
あ

っ
た
。

ま
た

天
日
塩

田
は
、

海
水

の
引
き
入
れ
方
法

に
よ
り
流
下
式
と
揚
水

式
に
分
け
ら
れ
る
。
自

然
流
下
式
は
低
地
に
築

造
さ
れ
、
満
潮
時
自
然

に
海
水
を
塩
田
内
に
誘

導
し
た
。

一
方
揚
水
式

は
流
下
式
よ
り
も
高
地

に
築
造
さ
れ
、
揚
水
器

を
用

い
て
海
水
を
塩
田

に
汲
み
上
げ
た
。
流
下

式
は
、
堅
固
な
堤
防
を

必
要
と
す
る
た
め
、
初

期
投
資
が
多
額
と
な
る
。

揚
水
式
は
初
期
投
資
は

O

抑
制
で
き
る
が
、
揚
水

費
用
が
必
要
と
な

っ
た
。

図 天日塩田構造例(『我が国に於ける塩の需給と関東州の塩業』より)

平 面 図(流 下 式)

採
塩
作
業

の
行
程
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
貯
水
池
に
海
水
を
貯
め
る
。

な
お
潮
入
水
溝
に
よ
り
、
直
接
蒸
発
池

へ
の
海
水
引
き
入
れ
が
可
能
な
場
合
に
は
、

貯
水
池
は
設
け
な
い
。
次
に
、
海
水
を
蒸
発
池

へ
誘
導
す
る
。
そ
の
際
、
揚
水
式
は

揚
水
器
を
使
用
す
る
。
蒸
発
池
は
第

一
、
第
二
…
と
区
画
さ
れ

(お
お
よ
そ
第
五
ま

で
)
、
順
に
低
く
な
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
第

一
蒸
発
池
に
海
水
を
入

れ
、
約

一
日
程
度
放
置
し
、
の
ち
第
二
、
第
三
…
と
順
に
流
し
落
と
す
。
そ
の
結
果
、

高
濃
度

の
鹹
水
が
生
成
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
鹹
水

を
結
晶
池
に
流
し
込
み
、
塩
を
採

取
す

る
。

こ
う
し
た
作
業
に
従
事
す

る
労
働
者
は
、
把
頭

・
塩
夫
に
分
け
ら
れ
た

(『
村
井
家
文
書
』
で
は

「稔
頭
」
「苦
力
」
と
さ
れ
て
い
る
)
。
把
頭
は
製
塩
作
業

の

ト

ッ
プ
で
、
塩
夫
を
指
揮
し
た
。

『
関
東
州

の
塩
業
』
は
、
内
地
塩
田
の
煎
蒸
法
で
は
、
塩
田

一
町
歩
に
つ
き
約
八

人
の

「塩
夫
」
が
、
さ
ら
に
鹹
水

を
煮
沸
す
る
に
あ
た
り

「生
産
塩
の
十
二
割
以
上
」

の
石
炭
が
必
要
だ
と
す
る
。

一
方
で
、
天
日
法
で
は
塩
田

一
町
歩
に

一
人
弱
の
労
働

力
で
十
分
で
あ
り
、
か
つ
天
日

・
風
力
に
よ
り
塩
を
結
晶
さ
せ
る
た
め
、
燃
料
費
を

全
く
必
要
と
し
な

い

(
一
部

で
は
、
煎
赦
…法
を
併
用
し
て
い
た
塩

田
も
あ

っ
た
)。

そ
の
た
め
生
産

コ
ス
ト
は
、
「今
日
」
(大
正
十
三
年
頃
)
で
は
、
関
東
州
塩
田
は
内

地
塩
田
の
二
十
分
の

一
で
済
ん
だ
と

い
う
。

最
後
に
、
採
取
さ
れ
た
塩
の
品
質
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
『
関
東
州

の
塩
業
』
に

よ
れ
ば
、
天
日
製
塩
の
弊
害
と
し
て
、
塩

の
結
晶
が

「概
し
て
粗
大
輩
固
」
で
、
さ

ら
に

「揚
塩
の
際
浮
泥
の
混
入
を
免
れ
な
い
」
「貯
蔵
ま
た
野
積
で
あ
る
為
め
、
塵

埃
の
附
著
す
る
」
と

い
っ
た
点
を
挙
げ
、
塩
の

「外
観
」
が

「不
良
」
で
あ

っ
た
と
す

る
。
し
か
し
塩
の
成
分
に
つ
い
て
は
、
内
地
に
お
け
る
二
等
塩

(塩
分
含
有
量
八
五

%
以
上
)
に
匹
敵
し
た
。
ま
た

「苦
汁
分
の
紗
き
」
、
「結
晶
の
溶
解
迅
速
に
し
て
濾

過
作
用
容
易
な
る
」
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
前
者
は
味
噌

・
醤
油
醸
造
用
と
し
て
、
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後
者
は
再
製
原
料
や
化
学
工
業
用
と
し
て
の
利

用
を
促
し
た
と
い
う
。

三

村
井
家
の
関
東
州
進
出
と
塩
業

前
章
の
検
討
で
示
し
た
よ
う
に
、
関
東
州
塩

田
は
内
地
塩
田
に
比
較
し
て
特
に

コ

ス
ト
面
で
優
位
で
あ
り
、
採
取
さ
れ
た
塩
の
品
質
も
、
あ
る
程
度
良
質

で
あ

っ
た
。

そ
の
た
め
関
東
州
の
日
本
統
治
開
始
後
、
日
本

人
に
よ
る
塩
田
開
設
願
が
相
次
ぎ
、

そ
の
な
か
に
村
井
家

(文
太
)
も
含
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

本
章
で
は

『村
井
家
文
書
』
を
分
析
し
、
村
井
家

の
関
東
州
塩
田
事
業
に
つ
い
て

説
明
し
た
い
。
た
だ
し
前
述

の
よ
う
に
、
今
回
分
析
し
た
史
料
は
あ
く
ま
で

『村
井

家
文
書
』
の

一
部
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
展
望

も
含
め
た
中
間
報
告
で
あ
る
。

日
清
商
会
の
設
立

明
治
三
八
年
八
月
、
村
井
文
太
は
村
井
七
之
助

・
河
村
博
亮

(熊
毛
郡
室
積
村
居

住
)
と
日
清
商
会
を
設
立
し
た
。
七
之
助
は
、
村
井
家

の
始
祖
市
左
衛
門
の
義
弟
五

良
衛
門
の
孫
に
あ
た
る
人
物
で
、
太
華
村
の
初
代
村
長
で
あ
る
。
ま
た
防
波
堤
の
建

設
に
尽
力
す
る
な
ど
、
櫛

ヶ
浜
の
名
士
で
あ

っ
た
。
河
村
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。
規
約
書

(
A

一
-
九
)
に
よ
れ
ば
、
日
清
商
会
は
関
東
州

へ
の
内
地
商

品

(特
定
品
目
無
し
)
輸
出
を
主
要
業
務
と
し
、
本
店
を
太
華
村
、
支
店
を
大
連
に

設
置
し
た
。
し
か
し
塩
業

へ
参
入
す
る
意
志
は
、
規
約
書
か
ら
は
窺
え
な
い
。

日
清
商
会

の
設
立
に

つ
い
て
は
、
今

の
と
こ
ろ
こ
の
規
約
書
し
か
関
係
史
料
を
見

い
だ
せ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
三
人
の
う
ち
誰

が
発
起
し
た

の
か
、
村
井
家
か
ら
参

加
し
た
文
太
は
主
導
的
な
立
場
だ

っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
他

の
二
人
に
誘
引
さ
れ
た

の
か
、
不
明
な
点
が
多

い
。
事
業
に

つ
い
て
も
、
三
九
年

一
二
月
三
〇
日
市
郎
宛
七

之
助
書
簡

(
A

一
ー

一
)
に
、
貸
金
業

・
食
品
加
工
販
売
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ

る
程
度
で
あ
る
。
規
約
書

で
当
初
の
事
業
目
的
と
し
て
い
た
、
内
地
か
ら
の
商
品
輸

●

出
を
具
体
化
し
て
い
る
様
子
は
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
日
清
商
会
と
し
て
の
関
わ
り
は
不
明
だ
が
、
大
連
市
信
濃
町
大
連
市
場
構

内
に
設
置
さ
れ
た
、
合
資
組
合
関
東
魚
市
場
に
関
す
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
第

二
回
営
業
報
告
書

(未
整
理
)
に
よ
れ
ば
、
魚
市
場
は
大
連
市
内
だ
け
で
な
く
満
鉄

沿
線
の
都
市
や
日
本
軍

へ
魚
を
供
給
し
て
い
た
。
今

の
と
こ
ろ
、
村
井
家
の
関
わ
り

は
株
式
取
得
し
か
確
認
で
き

て
い
な

い
が
、
遠
洋
漁
業
に
言
及
し
た
史
料

(未
整

理
)
も
あ
り
、
同
家
と
漁
業

の
関
係
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

塩
田
事
業

へ
の
参
入

明
治
三
九
年
五
月

一
七
日
、
関
東
州
民
政
署
民
政
長
官
石
塚
英
蔵
名
義

の
塩

田
開

設
許
可
書

(北
沙
河

口
台
山
前
、
地
図
参
照
)
が
、
村
井
文
太

へ
出
さ
れ
た

(
A

一

-

一
二
)。
し
か
し
、
す
ぐ
に
塩
田
事
業
に
着
手
し
た
様
子
は
窺
え
ず
、
む
し
ろ
三

九
年
中
は
、
例
え
ば
日
清
商
会
創
立
者

の
三
人
が
、
村
井
市
郎

(文
太
の
父
)
か
ら

六
八
七
九
円
を
借
用
す
る
な
ど

(A

一
-
六
ー

一
)
、
関
東
州
事
業
は
資
金
繰
り
に

窮
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
ま
た
同
年

一
二
月
三
〇
日
付
の
市
郎
宛
七
之
助
書
簡

(A

一
ー

一
)
で
も
、
塩
田
事
業
に
関
す
る
言
及
は
み
ら
れ
ず
、
と
り
あ
え
ず
関
東
州
塩

田
規
則

の
施
行
を
み
て
塩
田
開
設
許
可
を
得
た
も
の
の
、
実
態
と
し
て
は
、
そ
れ
に

着
手
で
き
る
状
況
で
は
な
か

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

翌
四
〇
年
に
は
、
日
清
商
会
創
立
者
の
ひ
と
り
河
村
博
亮
が
撤
退
し
、
関
東
州
事

業
は
文
太

・
七
之
助
の
ふ
た
り
で
進
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。
た
だ
し
、
前
述

の
資
金

貸
借
に
よ
り
、
事
実
上
最
大
の
投
資
者
と
な

っ
た
市
郎

の
影
響
力
が
強
ま

っ
て
お
り
、

事
業

の
状
況
は
随
時
市
郎

へ
報
告
さ
れ
、
市
郎
自
身
も

一
時
現
地

へ
渡

っ
て
い
る
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関東州地図(『我が国に於ける塩の需給 と関東州の塩業』よ り)



(四

一
年
七
月
か
、

A

一
-

一
四
)。

さ
ら
に

『
関
東
州
の
塩
業
』
に
よ
れ
ば
、
四
〇
年
六
月

一
日
、
村
井
文
太
に
出
さ

れ
た
塩
田
開
設
許
可
は
い
っ
た
ん
取
り
消
さ
れ
、
面
積
を
縮
小
し
て
新
た
に
許
可
さ

れ
た

(貸
与
面
積
は
不
明
)。
関
東
州
塩
田
規
則

で
は
、
塩
田
開
設
地
は
希
望
者
に

無
償
で
貸
与
さ
れ
た

(第

二
、
三
条
)
も
の
の
、
貸
与
面
積
に
応
じ
て

「塩
田
開
設

ノ
成
功
期
間
」
が
定
め
ら
れ
て
い
た

(第
五
条
、

最
短
二
年
以
内
、
最
長
七
年
以
内
)。

そ
し
て
期
間
内
に

「成
功
」
し
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
土
地
の
返
還
が
義
務
づ
け
ら

れ
た

(第
六
条
)。
当
初
文
太
が
許
可
ざ
れ
た
面
積
は
二
〇
町
で
、
「成
功
期
間
」
は

三
年
以
内
で
あ
る
。
い
ま
だ
二
年
弱
を
残
し
た
段
階

で
、
許
可
の
取
消

・
面
積
縮
小

の
う
え
再
許
可
と
い
う
手
段
を
村
井
家
が
採

っ
た
理
由
は
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ

る
。
な
お
文
太
は
、
妻
の
ぶ
に
宛
て
た
書
簡

(
A

一
-
一
一
-

一
)
の
な
か
で
、
「塩

田
義
昨
年
来
寝
て
も
明
て
も

一
心

二
思
ひ
詰
メ
居
候
処
、
豊

二
図
ラ
ン
ヤ
許
可
取
消

二
相
成
、
此
趣

ハ
筆
紙

二
書
き
難
し
」
と
、
さ
ら
に

「十

一
日
願
書
を
携
帯
し
民
政

部

へ
出
頭
仕
候
、
十

二
人
九

ハ
許
可
可
相
成

二
付
、
御
安
心
可
被
下
候
」
と
記
し
て

お
り
、
開
設
許
可
取
消
が
自
身

の
意
に
反
し
て
起
き
た
こ
と
や
、
慌
て
て
再
願
し
て

い
る
様
子
が
窺
え
る
。

再
願
後
の
六
月
二
五
日
、
文
太

・
七
之
助
は
塩
田
開
設
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
、

中
国
人
塩
田
を
模
範
と
す
る
こ
と
、
築
造
費
用
三
〇
〇
〇
円
は
ふ
た
り
で
折
半
す
る

こ
と
な
ど
を
取
り
決
め
た

(
A

一
i

=
二
)
。
今

の
と
こ
ろ
、
三
九

・
四
〇
年
の
塩

田
事
業
に
関
す
る
史
料
が
少
な
い
が
、
こ
れ
は
七
之
助
が
市
郎

・
文
太

へ
対
し
、
事

業

の
進
捗
情
報
を
さ
ほ
ど
報
告
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
現
段
階
で
は
、
塩
田

開
設
に
関
す
る
内
容
が
記
さ
れ
た
史
料
は
、
四

一
年
七
月
二
七
日
市
郎
宛
七
之
助
書

簡
で
あ
る

(A
二
-

二
-
五
)。
七
之
助
は

「
(塩
田

…
筆
者
註
)
工
事
長
引
候
テ

ハ

誠

二
駄
目
ハ
目
前
顕
レ
申
候
」
・
「此
期
不
失
」
と
主
張
し
、
集
中
的
な
投
資
を
呼
び

か
け
た
ほ
か
、
他
塩
田
の
調
査

(「双
嶋
湾
塩
田
取
調
」)
も
行

っ
て
い
る
。

四

一
年
七
月
頃
か
ら
、
岸
田
健
作
か
ら
市
郎

・
文
太
に
宛
て
た
書
簡
が
多
く
出
さ

れ
て
い
る
。
健
作
は
、
村
井
家
始
祖
市
左
衛
門
の
実
家
岸
田
家
の

一
四
代
目
で
あ
る
。

前
述
の
、

の
ぶ
宛
文
太
書
簡
に
、
健
作
の
渡
連
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
塩
田

開
設
許
可
取
消
な
ど
、
塩

田
事
業

の
危
機
状
況
の
な
か
健
作
は
大
連
に
渡
り
、
以
後

村
井
家
塩
田
事
業
の
現
地
責
任
者
と
な

っ
た
。
健
作
は
七
之
助
と
は
違

っ
て
、
頻
繁

に
事
業
状
況
を
市
郎

・
文
太

へ
報
告
し
て
い
る
。

こ
の
点
、
村
井
家
に
は
七
之
助
に

対
す
る
不
信
が
垣
間
見
ら
れ
、
健
作
は
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
で
、
同
家
と
の
信
頼

関
係
を
維
持
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
な

い
。

健
作
の
塩
田
事
業
に
関
わ
る
活
動
は
、
今
の
と
こ
ろ
四

一
年
七
月
三
〇
日
の
貌
子

窩
塩
田
視
察
が
初
見
で
あ
る

(A
二
-

二
-
六
、
七
)
。
ま
た
同
年
九
月

一
九
日
の

市
郎
宛
書
簡

(
A
二
-
二
-

二
二
)
に
は
、
工
事
の
進
捗
状
況
や
苦
力
の
使
役
、
費

用
明
細
や
天
候
の
推
移
な
ど
も
詳
細
に
記
し
て
お
り
、
や
は
り
七
之
助
と
比
べ
、
村

井
家

へ
伝
え
た
情
報
量
は
格
段
に
多

い
。
ま
た
同
書
簡
中
の
天
候
推
移
報
告
は
、
八

月
二
一二
日
か
ら
始
ま

っ
て
お
り
、
採
塩
作
業
開
始
時
期
は
そ
の
頃
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

四
二
年
四
月

一
〇
日
、
村
井
家
は
塩
田
事
業
を
健
作
に
委
ね
る
旨

の
委
任
状
を
、

文
太
名
義
に
て
作
成
し
て
い
る

(B

一
四
ー

一
)。
健
作
か
ら
市
郎

・
文
太

へ
の
報

告
は
、
こ
れ
以
降
特
に
多
く
な
り
、
袋
B
中
の
史
料
の
ほ
と
ん
ど
が
健
作
作
成
の
書

簡
類
で
あ
る
。
筆
者
は
今

の
と
こ
ろ
、
委
任
状
作
成
以
前
は
七
之
助

・
健
作
共
同
で

塩

田
事
業
に
携
わ
り
、
以
後
は
健
作
単
独
か
、
七
之
助

の
関
与
は
極
め
て
少
な
く

な

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

塩
田
事
業
の
展
開

こ
こ
で
は
健
作
が
市
郎

・
文
太
に
宛
て
た
書
簡
の
い
く

つ
か
を
検
討
し
、
村
井
家
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塩
田
の
構
造
や
、
採
塩
作
業
の
様
子
な
ど
を
紹
介

し
た
い
。
な
お
村
井
家
塩
田
事
業

の
拠
点
は
、
大
連
市
東
郷
町
二
丁
目
に
設
置
し
た

「村
井
塩
田
事
務
所
」
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
大
連
市
美
濃
町

へ
移
転

し
、
明
治
四
二
年

五
月
に
は
、
「村
井
洋
行
塩
業
部
」

と
改
称
し
て
い
る

(
B

=
二
)
。

ま
ず
、
村
井
家
塩
田
の
構
造
を
検
討
し
た
い
。
村
井
家
塩
田
は
、
東

・
西

・
北
の

三
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
い
た
。
う
ち
東
部
は
八
付
の
塩
田
が
設
置
さ
れ
、
第

一
～

八
ま
で
番
号
が
付
さ
れ
た
。
た
だ
し
四
二
年
五
月

四
日
の
時
点
で
は
、
第

一
～
六
塩

田
は
採
塩
作
業
に
着
手
し
た
が
、
第
七

・
八
塩
田
は
地
盤
不
良
の
た
め
改
修
作
業
が

行
わ
れ
て
い
る

(
B

一
一
)。
大
正
五
年
、
村
井
家
が
塩
田
売
却
を
計
画
し
た
際
の

史
料

(未
整
理
)
に
よ
れ
ば
、
全
八
付
の
う
ち

一
付
は

「煎
赦
…塩

二
使
用
」
と
あ
り
、

第
七

・
八
塩
田
の
ど
ち
ら
か
は
、
天
日
採
塩
に
適
さ
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

西
部

・
北
部
塩
田
は
、
四
二
年
三
月
二
九
日
付

の
塩
田
工
事
予
算
書

(
B

一
四
-

七
)
に
は
、
西
部
が
三
付

・
北
部
が
四
付
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
前
述

の
大
正
五

年
売
却
計
画
史
料
に
は
、
東
部
塩
田
以
外
に
、
「
七
部
参
付
」
と
あ
る
。
「七
部
」
の
意

味
が
不
明

(誤
記
か
)
だ
が
、
少
な
く
と
も
大
正
五
年
段
階
で
は
、
東
部
以
外
の
塩

田
は
三
付
だ

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

な
お
前
述

の
、
四

一
年
九
月

一
九
日
書
簡

(A
二
-
二
-

一
三
)
で
は
、
健
作
は

西
部

・
北
部
塩
田
に

つ
い
て
、
と
も
に
概
ね
完
成

の
旨
を
報
告
し
て
い
る

(採
塩
に

は
未
着
手
か
)。
し
か
し
四
二
年
四
月

一
四
日
市

郎
宛
書
簡

(B

一
七
)
に
よ
れ
ば
、

ま
ず
は
東
部
塩
田
の
み
で
製
塩
し
、
西
部

・
北
部
塩
田
工
事
は

「東
部

の
余
暇
を
以

て
」
進
め
る
と
じ
て
い
る
。
約
七
ヶ
月
間
の
あ
い
だ
に
、
西
部

・
北
部
塩

田
に
何
ら

か
の
変
化

(災
害
に
よ
る
破
損
な
ど
)
が
起
き
た
可
能
性
が
あ
る
。

次
に
、
塩
田

一
付

の
構
造
を
み
て
み
よ
う
。

四
二
年
四
月

一
六
日
市
郎
宛
書
簡

(B

一
二
)
に
よ
り
、
貯
水
池
の
設
置
が
判
明
す

る
。
し
か
し
こ
の
書
簡
で
は
、

「貯

水
池

の
浅
き
か
為

の
多
量
な
る
貯
水
の
出
来
得
ざ
る
」
と
し
て
お
り
、
貯
水
池
は
役

割
を
十
分
に
果
た
せ
ず
、
改
修
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま
た

「蒸
発
池

二

(中
略
)

貯
水
を
汲
み
上
げ
」
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
揚
水
式
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。製

塩
行
程
に
つ
い
て
は
、
四
二
年
五
月

一
〇
日
文
太
宛
書
簡

(B

一
〇
)
に
詳
し

い
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
四
月
二

一
日
海
水
汲
み
上
げ
に
着
手
し
た

東
部
第

一
・
第
二
塩

田
で
は
、
五
月
四
日
に
は

「最
早
結
晶
池
の
周
囲

二
白
色
を
帯

び
若
干
の
塩
も
附
着
致
し
」
と
い
う
状
況
と
な

っ
た
。
そ
し
て
九
日
に
、
苦
力
に
命

じ
て
中
国
升
で

一
〇
石

(日
本
升
二
五
石
)

の
塩
を
収
穫
し
た
。
さ
ら
に
海
水
汲
み

上
げ
済
み
の
第
三
～
六
塩
田
に
つ
い
て
も
、
採
塩
の
準
備
が
整

っ
た
旨
を
報
告
し
て

い
る
。

最
後
に
、
「本
年
度
貸
借
対
照
表
」
な
ど
、
塩
田
事
業
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
記
し
た

史
料

(A
二
i
二
-

一
)
を
検
討
し
た
い

(表
2
)。
年
次
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「採
塩
之
部
」
に

「岸
田
」
「村
井
」
へ
の

「手
当
」
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
「村
井
」
が

七
之
助
を
指
す
と
考
え
れ
ば
、

こ
の
史
料
は
明
治
四

一
年
の
状
況
を
記
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
今
後
他
の
史
料
と
あ
わ
せ
て
分
析
し
、
年
次
を
明
確
に
し
た
い
が
、

と
り
あ
え
ず
本
稿
で
は
、
四

一
年

の
史
料
と
し
て
検
討
し
た

い
。

ま
ず

「本
年
度
貸
借
対
照
表
」
の

「払
金
」
は
、
「
工
事
費
」
か
ら

「
一
時
取
替
払
」

の

「小
計
」
を
合
計
し
た
額
で
あ
る
。
「受
金
」
に
は
、
塩
の
販
売
益
も
含
ま
れ
る
だ

ろ
う
。
た
だ
し

『
関
東
州
の
塩
業
』
に
よ
れ
ば
、
関
東
州
塩
田
の
採
塩
時
期
は
三
～

一
一
月
で
あ
る
。
四

一
年
の
村
井
家
塩
田
採
塩
開
始
時
期
を
八
月
下
旬
と
す
れ
ば
、

採
塩
期
間
は
僅
か
三
ヶ
月
で
あ
り
、
四
五
三

一
円
余
の
全
て
が
塩
販
売
益
と
は
考
え

に
く
い
。
「受
金
」
と
は
、
塩
販
売
益
プ
ラ
ス
村
井
家
の
投
資
金
額
で
あ
る
と
考
え

た

い
。
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塩田関係計算書一括(仮)に 記載された

(単位:円)「領ケ金ノ部」

50.000

50.000

113.299

4,531.500家 賃敷 金

4,505.158!」 、言十

26.342「 昨年 不 足 払 」

昨年村井取替
9.60020.498本 年始 前 工 事

30.00016.541本 年起工前事務所費

152.899367.574小 計

121.844

194.870「 一 時取 替 払 」

167.052工 場 行食 料

41.850

163.694

178,000(細 目名 なし)

18.500小 計

27.000

306.000

22.200

99.600「 言己」

1,115.170東 稔 頭 一ヶ月半 賃 銭

2,178.505全 苦 力 賃

西稔頭一ヶ月ト七 日間

133.200

表2A2-2-1

デ ー タ

20.000

「本年度貸借対照表」

1,037.900全 苦 力 賃

21.000工 事 賃 趙 蓄 田

8.0008.000徐 苦 力

50.00016.320徐 苦力

20.00036.080徐 苦常 雇

10.00089.060給 料 内 貸

25.000

受金
払金

621.400

残金
「工

大工賃

鍛冶賃
石垣組賃
材料
据付材料
給料
工場家賃

鍬返し
工事苦力賃
小計
「採塩之部」

採塩苦力賃
採塩苦力小屋借家
工場備品

苦力小屋備品
採塩什器
手当岸 田払

266.667旅 費

1,475.027合 計

113.608

手当村井払
小計
「対工 、 亀塩 、諸 雑

旅費
24.635通信
55.450雑費
10.350事務所備品
3.200交際費

170.000事務所家賃
66.430運賃
41.360

485,033

車馬賃
小計

 

「払
金
」
の
大
半
は
、
「工
事
費
」
と

「採
塩
之
部
」
で
占
め
て
い
る
。
さ
ら
に

「工

事
費
」
の
多
さ

は
、
四

一
年
の
塩
田
事
業
が
、
採
塩
よ
り
も
塩

田
開
設
工
事
中
心

だ

っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
天
日
製
塩

だ
か
ら
当
然
で
あ
る
が
、
「採
塩
之

部
」
に
全
く
燃
料
費
が
計
上
さ
れ
て
い
な

い
点
は
、
内
地

(瀬
戸
内
)
塩
田
の
経
営

を
分
析
し
て
き
た
筆
者
に
と

っ
て
は
、
関
東
州
塩
田
の
優
位
性
を
示
し
て
い
て
興
味

深
い
。
最
後

の

「記
」
は
、
他
の
項
目
と
は
異
質
な
も
の
だ
が
、
東
部

・
西
部
に

一

人
ず

つ

「稔
頭
」
を
置
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
苦
力
の

一
人
あ
た
り
賃
金
に
つ

い
て
は
、
雇
用
人
数
を
明
確
に
で
き
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
「趙
甫
田
」
「徐
」
は
中

国
人
名
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
、
極
め
て
粗
雑
な
検
討
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
村
井
家
塩
田
事
業
の
概
略

に

つ
い
て
、

い
く

つ
か
の
史
料
を
用
い
て
検
討
し
た
。
推
測
の
域
を
出
な
い
点

.
不

明
な
点
が
多
く
、
今
後

『村
井
家
文
書
』
の
分
析
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
修
正

・

解
明
し
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

大
正
五
年
、
村
井
家
は
所
有
塩
田
を
す
べ
て
大
日
本
塩
業
株
式
会
社

へ
売
却
し
、

同
家

の
塩

田
事
業
は
終
了
し
た
。
最
初
の
塩
田
開
設
許
可
を
得
て
か
ら
七
年
と
い
う

短
期
間
に
終
わ
り
、
「撤
退
」
と

い
っ
た
ほ
う
が
正
確
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
村
井
家
は
、

市
孝

(文
太
の
子
)
が
大
正
三
年
五
月
二
九
日
、
専
売
局
よ
り
関
東
州
塩

の
輸
入
取

扱
を
請
け
負

っ
て
お
り

(未
整
理
)
、
製
塩
か
ら

(自
塩

田
の
塩
に
限
定
し
な
い
)
塩

輸
入
業

に
事
業
を
転
換
さ
せ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
塩

田
事
業

自
体

か
ら
は
、
大
き
な
利
益
を
得
る
こ
と
は
無
い
ま
ま
に
終
わ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
村
井
家
が
関
東
州
に
注
目

・
進
出
し
た
動
機

・
過
程
、
塩
田
事
業

の
経
過
、

塩
田
事
業
撤
退
後
の
村
井
家

の
動
向
な
ど
を
解
明
す
れ
ば
、
外
地

へ
進
出
し
た
地
方

資
産
家

の
事
例
と
し
て
、
貴
重
な
研
究
と
な
る
だ
ろ
う
。

前
述
の
よ
う
に
、
『村
井
家
文
書
』
は
膨
大
な
量
で
、
か

つ
大
半
が

一
紙
類
の
史
料

で
あ
る
。
そ
の
た
め
全
体

の
整
理
に
は
、
か
な
り
の
作
業
が
必
要
と
な
ろ
う
。
た
だ

し
、

一
紙
類
の
多
く
は

一
年
ご
と
に

一
括
さ
れ
、
「～
年
、
～
」
と
年
代

・
内
容
が
注

記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く

(写
真
3
、
写
真
4
)、

こ
う
し
た
状
況
を
生
か
し
た

整
理
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
関
東
州
塩
業
研
究
を
念
頭
に
置
け
ば
、
ま
ず
は

一

括
史
料
群
単
位
の
目
録
を
作
成
し
、
そ
の
う
え
で
明
治
三
八
年
～
大
正
五
年
の
も
の

を
抽
出
し
、
そ
の
整
理
を
優
先

(情
報
は
年
代

・
作
成

(地
)
・
宛
先
だ
け
で
も
十
分
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写真3① 一括史料群 「明治三十五年寅旧

正月元日ヨリ同旧大晦日マデ

諸々来状括 盤桓堂分」 写真3② 側面

写真4① 一括史料群 「明治四十三年中

店来状集」 写真4② 側面

で
あ
る
)
で
き
れ
ば
、
本
稿
で
紹
介
し
た
塩

田
事
業
関
係
史
料
と
あ
わ
せ
た
分
析
が

可
能
と
な
る
。
今
後
、
『
村
井
家
文
書
』
の
整
理

・
公
開
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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